
水素 GX 兵庫自治体ワーキンググループ第１回会議結果概要 
 

 

兵庫県と神戸市は、県内自治体が一体となって水素の社会実装に向けた取組を進めることを目的

に、自治体間の連携を図るため、「兵庫県水素社会実装をめざす自治体連絡調整会議」を昨年度末に

設置し、さらに連携を深めるため、本年 10 月、これを「協議会」に改組しました。その上で、水素

を含む脱炭素政策に取り掛かる上で有効な係る情報共有、調査検討を進めるための「ワーキンググ

ループ」を立ち上げ、県内自治体の情報交換・協力を推進しています。ワーキンググループの第１回

会議を下記のとおり開催し、活発な意見交換が行われました。 

 

記 

 

１ 日 時 令和４年 10 月 31 日（月）14:00～16:30 

２ 場 所 アンカー神戸イベントスペース（神戸三宮阪急ビル 15 階） 

３ 内 容   

(１) ワーキンググループ趣旨説明 

（２）講演「2050 年カーボンニュートラルに向けて」 

        (講演者：環境省近畿地方環境事務所地域循環共生圏・脱炭素推進グループ 

総括主査 阪本 悠佑) 

（３）講演「国際水素サプライチェーン構築に向けた取組み」 

(講演者：(公財)新産業創造研究機構研究開発部門 環境・エネルギー部長 坂川 佳司） 

（４）講演「水素社会実現に向けた兵庫県の取組」 

(講演者：兵庫県企画部総合企画局計画課 エネルギー・水資源班長 德村 秀一) 

（５）振り返り・参加者間の意見共有、各講演者より講評 

 

【参加自治体等】 

■兵庫県内市町 12 市 

〔姫路市、加古川市、高砂市、明石市、尼崎市、淡路市、たつの市、洲本市、赤穂市、小野市、 

加西市、神戸市（事務局）〕 

■兵庫県関係部局 4部 

〔環境部、土木部、産業労働部(事務局)、企画部（事務局）〕 

■環境省、兵庫県立大学、(公財)新産業創造研究機構 

 

【ワーキンググループ会議の様子】


